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〔解 説〕

　　繭蒲洲小市炭田の地質について

○震昼系　　華北瀟洲の上部原生代の地厨で，南

・瀦洲太子河地方ではその上部を綱河統といい，下

部より釣魚台珪岩南攻頁岩橋頭珪岩の3層群に大

別される。

○霧武系．　南蒲洲のカソブリヤ系は遠藤隆玖博

士の厘分に從うと茨のようになる。

　下部’ま三崎・石橋の2統，中部は蛍十，太子，

縄山の3統，上部は白山台山，燕州の3紐や，
イビ石からみるとま雌或｝こより不整合力…ある。

○奥陶系　　太子河沿岸地域のオルドビス系は小

林貞一博士は下部上り灘々，臥寵，豆房の3統と

し，それぞれ特有の頭足類三葉虫を有している。

C鯛状石茨岩　　球状の小粒子が集った石茨岩で

粒の直径は極めて小さいものから時に敷工n皿以上

にもな多が，一般に鐵繭でみると微粒棲を中心に

．同心因状の構造をしている。その核を中心に海水

中の石來分が沈てん←たもので，現在でも熱帯の

ある地域では盛んに生成されている。

○蠕虫献石文岩　　石茨岩の風化面で見ると殊に

著しいが，断面では幅1・1㎜前後から敷em，長さ
敷（m以上の塊の部分が屠をし1てならんで，丁度

虫がはっている様な感を輿える石文岩であ孔石

茨岩の出來た場所が極淺い所で時に塞申に脳て乾

裂が生じたりした屯のがその後に饗形し・切れ切

れに砕けてできたものをいう。一般には古期の古

生代の石茨岩にみられる。

・○大渦巻石茨岩　　一般にクリプトゾーン（叉は

コレニヤ）石茨岩ともいわれ・石文岩の中に直径

ユOo皿から10数。川エにも及ぶたまねぎ状の構造を

した築があるもので，原始的な分裂藻類のあるも

のが，その表面に石茨分を沈着したものといわれ

。る。先カソブリヤ紀に多い。生物の少い石茨岩中

では1の重要な示準居となる。

・O嚢土頁岩　　Al二03⑫多い粘土岩の中でその量

45％以上のものをいい，以下のものは硬質粘土と

して匿別十る。一般にねずみ色で良質のものはダ

イアスポアの小粒が澤山にあって粗画であり・

土1主03の量も多いものは65％に達しアルミニウ

ムの原料とも．なり。普通のものでも良好な耐火煉

．瓦の材料として冶金に重要覗される。瀦洲朝鮮の

石炭二擾系に産し・南滅では最上部のAoからA，

B…（｝厨まであるが殊に著しいのはA，Gの爾屠

であ孔一般の挨暦の下盤の粘土とは成因が別と

考えられ・むしろボーキサイト生成に近い状態の

下でできたものとされる。SiO雪の含有量の少い

のも1の特質である。

C紡錘虫　　後期古生代特有の隼物で，當時の海
た築えたものである。原生動物有孔虫科に属し，

米粒から大豆位の大きさの紡錘形か，球形で中心

軸の周りにらせん紋に省いた殻を持ちその殻は叉

多くの小室に分れている。非常に短期間に種々の

構造止の饗化をしたもので，石炭二盛兼の重要な

標準化石である。我国の古生暦にも多く，集って

紡錘虫石茨岩を作っている。

○宮の原暦群　　南蒲洲本漢湖の宮の原を標式地

とする地厨で，赤褐色系の礫岩砂岩箏を主とする

火山性の物質を混じ。白璽細の陸成地歴と考えら

れる。

○モンゾナイト斑岩　　粗粒斑状の友白色火成岩

で主成分は正長石曹族長石輝石等で石英白雲母等

を含む外観花蝿岩に似ている。日本には稀である。

○接鰯鑛床　　水成岩中に火成岩が噴出してその

岩漿のガスや鑛液が周園め水成岩に作用して出來

た鑛床であ乱石茨岩と花嵩岩の接鰯の場合が最
も多く，磁鐵鑛黄銅銭な一などは主な接鰯鑛活であ

る。

○石族二盤系　　上部石炭系には海成と陸威があ

り，海成はロシヤのウラル地方が標準となってい

る。上部石族系の下部をモスコー銃，上部をウラ

ル銃，二盤系下部をサグマル締という。各統に紡

錘虫の標準化石があって地厨は細分される・海成

層の譲達するのは東欧から印度支那日本及び北米

の1部が主で，西欧北米その他では上部石炭系は

陸成厨で主要毅固を作っている。

○衝動及ぴ覆瓦構造　　逆鐵騒の中で箇厨面が低

筒度であるものを衝動麟暦と構し，下の地塊上に

上の地塊がずり上った場合を衝↓・逆に下の地塊

が上の地塊の下に衝込んだのを衝下といらが優別

は中々国難である。禰曲運動の極限｝して起り易

い。衝動運動が幾度も繰返して行われて，地層が

瓦をふいたように一大小劫れ切れに璽なって分布し
ている場合を覆瓦構造或は鱗片構造と“・う。

○化石について
　二Bai1io11乱，Rθdliooia等は節足動物の三葉虫の

　　1種。
　ム。正。帖出I・1㎎l11e11・は腕足分の三味線分科

　　の小さな：枚分。

　中部太子河系の化石は主に石裁植物であって、

　　C乱1乱mit6目（芦木，とくさの類）Co・ωtos（裸

　　子植物），Stigm㎜i皿（Cod乱ite目の根）以外は

　　総でした類叉は種子しだ類のものであ糺

富山膿西部及石川縣東部の第二紀居

　勉學の初歩お車んでこの論文お讃まれる労え参

考となる事項お次にのべる・

　日本め含油第三紀暦　　日本で石油のでる地層

わ全部新第二紀暦であ乱新潟や秋田の瀬田地方
の新第三紀居の下部には（1）緑色凝友岩とよばれ

る火山噴出物からできた地厨があり。その上に，一


